
平成２８年度 志賀町立志賀中学校 学力向上ロードマップ ２学期版

総括チーム（校長・教頭・各部リーダー） ・学校目標の設定 ・監督、指示、成果の発信

学力調査等による現状把握

【目 標】

長 期 ① 全国学力調査・石川県基礎学力調査にて、全教科県平均正答率を超える。
② 「学び愛」を中心として、生徒の「学び」の満足度を高める授業づくりを目指す。

中 期 １学期 ・定期テスト事前課題の提出率 80％と活用力問題の正答率 60％以上を目指す。 ・生徒の授業満足度を、60％以上とする。

２学期 ・定期テスト事前課題の提出率 90％と活用力問題の正答率 70％以上を目指す。 ・生徒の授業満足度を、70％以上とする。

３学期 ・定期テスト事前課題の提出率 100％と活用力問題の正答率 80％以上を目指す。 ・生徒の授業満足度を、80％以上とする。

短 期 ・ 学力向上ロードマップの月ごとの取組を確実に実践する。（チェック）
・ 日々の授業実践の中で「学び愛」の場面を必ず取り入れ、生徒の授業満足度を高める。（チェック）

【ロードマップ】 ※太字の部分は取り組みが行われた実践内容 細字の部分は取組が不十分な実践内容

月 学力向上関 総括 連携部会 Ｐ・Ａ 授業づくり部会 Ｄ 主 任 会 Ｃ環境づくり部会 全 員
係行事等 (学校長) (集計･分析)

集 計 分 析 授 業 土 台 体制・研修支援 授 業 土 台 体制・研究支援 検 証

４ 第１回町拠 学校目標の 採点集計 分析 学習の手 授業参観
点校･連携 設定 データ処 課題発見 引き (計画表・
校連絡協議 （長期・１ 理 原因究明 授業心得 参観表作
会 学期）の設 学習たよ 成）
県基礎学力 定 り
調査 研究授業、 「基礎学タ 授業研究実 校内研修 前期OJT内
国学力調査 授業研究の イム」提案 施計画 全体会 容提案

提案 「家庭学習 研究授業
「学び愛」 のすすめ」 計画
提案 改善提案

５ 研究主任 「学び愛」 「中間テス 学力向上 学力向上 授業公開 家庭学習時
連絡協議会 のある授業 ト」学習手 サポート サポート 期間 間の検証
(県) 提案 引き 提案授業 OJT 学習アンケ

(5/11) ート

６ 取組内容の 「期末テス 授業満足度 指導主事 前期学力向
修正の提案 ト」学習手 調査の提案 Ａ訪問 授業研究 上プラン実

引き 校内研修 施状況検証
全体会 （チェック

課題提出率 教科部会 リスト）
調査提案

７ 県基礎学力 「学び愛」 課題提出率 授業満足度 校内研修 夏休み学 授業公開
調査 のある授業 調査集計 調査の実施 会(指導 習の手引 期間提案
結果公表 データ処 調査と集計 夏期休業中 と集計 主事要請 き 校内OJT 授業満足度

理 分析 の家庭学習 訪 問 生徒・家 調査・生徒
※県資料 課題発見 の提案 7/14) 庭・教員 課題克服 ・家庭・教
作成ファ 原因究明 アンケー に向けた 員アンケー
イル活用 トの実施 研修実施 トの検証

８ 国学力調査 校内研修会 「基礎学タ 授業満足度 校内研修 校内研修 前期学力向
結果公表 の提案(授 イム」「家 調査結果を 会(授業 会（誤答 上プラン実

業改善報告 庭学習のす 受けての授 改善報告 分析報告 施状況検証
データ処 分析 ・誤答分 すめ」改善 業改善方法 会) 会） （チェック
理 課題発見 析) 提案 提案 リスト）
※県資料 原因究明
作成ファ 課題克服
イル活用 夏休み課 に向けた

題点検 研修実施
補充教室

後期OJT内
容提案

主 任 会 Ｄ

・学力向上プランの実施

・学校研究、研究授業等の推進

・基盤作り、家庭学習の推進

・校内OJT等による指導力改善へのアシスト授業づくり部会 ＰＡ

・課題解決に向けた学力向上プラン（改

善プラン）の提案

連携部会(集計・分析)

・学力調査等の集計、分析

・課題の明確化（目標と現状（結

果）との差,原因究明

環境づくり部会 Ｃ

・学力向上プラン実施状況の検証,成果の検証

前 期 学 力 向 上 プ ラ ン の 提 案

課 題 克 服 に 向 け た 方 針 の 決 定

後 期 学 力 向 上 プ ラ ン の 提 案
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９ 学 校 目 標 改善案提案 改善案提案 改善案提案 授業研究 授業公開
（長期・２ (9/13) 期間
学期）の確 学力向上 OJT
認 サポート 夏休み課題

提案授業 取組状況の
数学 検証

10 学力向上フ 「学び愛」 授業研究 後期学力向
ォーラム のある授業 「中間テス (10/6) 上プラン実

調査と集計 ト」学習手 施状況検証
引き 校内研修 家庭学習 （チェック

全体会 時間調査 リスト）
課題提出状 ２学期授業 (指導主
況調査 満足度調査 事要請訪

の提案 問 10/18)
授業研究

評価問題対 「期末テス ２学期授業 (11/8) 授業公開
11 策提案 ト」学習手 満足度調査 期間

引き 指導主事 OJT
Ｂ訪問校 家庭学習

課題提出状 内研修会 時間調査
況調査 (11/25)

12 評価問題Ⅰ 取組内容の 冬季休業中 校内研修 後期学力向
活用 修正の提案 の家庭学習 全 体 会 上プラン成
(町による 採点集計 分析課題 の提案 (指導主 果の検証
調査実施) データ処 発見原因 事要請訪

理 究明 問 12/9) 授業満足度
評価問題対 OJT 調査・生徒
策改善の提 課題克服 ・家庭・教
案 に向けた 員アンケー

研修実施 トの検証

１ 学 校 目 標 校内研修 校内研修 授業研究
（長期・３ 会(授業 会（誤答
学期）の確 改善報告 分析報告
認 会②) 会）

改善案提案 改善案提案 改善案提案 校内研修 冬休み課
会 題点検

補充教室

２ 評価問題Ⅰ データ処 分析課題 校内研修 授業公開
結果提供 理※県資 発見原因 会・研究 期間 OJT
町学力調査 料作成フ 究明 授業 授業研究 学校目標達

ァイル活 次年度の研 「期末テス 授業満足度 成度の検証
評価問題Ⅱ 用 究の方向性 ト」学習 調査の提案
活用 の提案 手引き 生徒・教 授業満足

員アンケ 度調査 授業満足度
ート実施 調査・生徒

教員ア ケン
ト検証

３
次年度学校 校内研修
目標の方向 全体会
性 春休み課題

の提案

２学期版
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